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　１月 20 日、札幌市において平成 28 年度の育てる漁
業研究会を開催しました。今回は「栽培漁業の未来へ向
けて〜付加価値を高める取組への挑戦〜」をテーマとし
て、生産や流通の現場で日々魚価向上に努力をされてい
る方々の取組を紹介しました。
　北海道大学の大串専門研究員からは市場から見た水産
物の高付加価値化の実態やマーケティングの重要性等に
ついて講演いただきました。
　また、岩手県重茂漁協の髙坂部長からは震災後のアワビ
資源の増大への取組を、石狩湾漁協の和田専務理事から
はニシン資源の安定的生産を維持し、情熱と行動で魚価向
上に繋げていくという想いを、えりも以西栽培漁業振興協
議会マツカワ魚価向上対策プロジェクトの赤澤チームリー
ダーからはプロジェクトの多彩で積極的な活動を紹介。さ
らに、利尻漁協の佐々木ヒラメ一本釣り部会長からは、ヒ
ラメの品質保持のための操業方法や扱い方にこだわりブラ
ンドを永年維持してきた努力などを紹介いただき、２百数
十名の参加者の熱い拍手に包まれました。
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漁業士発 アクアカルチャーロード

自分たちの浜を
活気あふれる豊かな海に
　石狩湾漁協浜益支所に所属する藤
巻信三さんは、奥様と10歳の長女、
9歳の長男との４人家族の大黒柱。
小樽水産高校を卒業後、７年間の社
会経験を経て浜益へ戻り、漁師の世
界に入りました。春はタコとホッキ、
夏はナマコ、秋のサケ定置網漁に冬
のハタハタ・ニシン刺網と年間通し
て操業しています。父の働く姿を常
に近くで見ている長男は既に、将来
の目標を「漁師」に定め、休みの日に
は漁の手伝いをしているそうです。
今回は浜の活性化を目指して藤巻さ
んが実践する数々の取り組みについ
て話をうかがいました。

ニシン活〆で魚価向上

　浜益では船上活〆したニシンを札
幌中央市場に出荷しています。船上
活〆はもともと藤巻さんの独自の取
り組みでしたが、身質の良さから高
値で取り引きされることを受け、地
区全体で着手することになりまし
た。藤巻さんらは網揚げした時点で
生きているニシンを活〆・発泡詰
めし、１隻あたり１日10函（1函＝3
㎏）を上限に、船名・生産者名と「活
〆船団」の文字が大きく躍るステッ
カーを封入のうえ出荷しています。

「浜益はニシンの漁獲量が多いわけ
ではないので、付加価値対策がより
重要」と語る藤巻さん。「名前を入れ
て出荷する以上、ヘタなものは作れ
ない」と気を引き締めています。

ワカメ養殖を新たな産業に

　日本海の漁業者を悩ます海獣問題

ですが、浜益では20年以上も前か
らトドによる漁業被害が多発してい
ました。その被害の深刻さを藤巻さ
んは「ニシン15㌧分の利益が、壊さ
れた網の修復と買い換えで飛ぶくら
い」と表現します。厳しい漁業環境
の中で藤巻さんら浜益の漁業者は、
刺網の目合い制限のほか、ナマコの
漁獲量を１隻あたり３㌧・漁獲サイ
ズを110ｇ以上の個体のみとするな
どの資源保護対策を講じています。

「将来的には自分たちの手でナマコ
資源を増やしていきたい」と、つく
り育てる漁業への希望を語る藤巻さ
ん。現地では昨夏から、青年部が独
自にワカメ養殖の実証試験を始めて
います。「上磯郡漁協の養殖現場を
視察した後、水産技術普及指導所の
協力を得て、前浜の天然草から胞子
を取ってどぶ漬けしたものを港内で
育成しています。新たな養殖魚種と
して安定生産できれば」と期待を寄
せています。

活気あふれる浜益の浜へ

　浜益地区の青年部長として長年活
躍してきた藤巻さんが力を入れてき
たのが出前授業です。「小樽地区漁
青連の副会長時代に古平の出前授業
を見学し、その翌年に石狩市内で、
地区青年部合同の形式で初の授業を
やりました」と振り返ります。更に
翌年は地区青年部合同による授業を
石狩・厚田・浜益の３ヶ所で開催。
以降は石狩湾漁協所属の３支所がそ
れぞれ、各地で独自の出前授業をお
こなっています。藤巻さんは今も浜
益の小学校と中学校での出前授業に

参加し、地域に貢献しています。「出
前授業はやることに意義がありま
す。子供たちも喜んでくれますし、
トド被害など地域が抱える問題も
知ってもらえます」と授業の目的を
語ります。藤巻さんらの取り組みを
機に、小樽・石狩管内では出前授業
の動きが活発化。今では地域の定番
行事として各地域に根付くまでに成
長を遂げています。
　藤巻さんはまた、就業者支援フェ
アに積極的に参加するなど担い手対
策にも熱心です。藤巻さんの船で腕
を磨く２名の乗り子さんも別の町の
出身で「縁があって来てくれた２人。
地域を支える漁業者に育ってほし
い」と目をかけています。「私は中学
卒業と同時に漁師になるつもりでし
たが、当時の担任教諭に進学を推し
てもらい、そこで知り合った同級生
が今、全道各地で漁業士や青年部長
として活躍しています」と藤巻さん。
これまで築いてきた人との縁が、取
り組みを支える力になっていると言
います。「今獲れる魚を絶やさずに
新たな資源をつくり、浜益の海を豊
かな海にしたい」と将来の目標を語
る藤巻さん。活気あふれる浜作りの
道を、地域一体となって進み続けま
す。

石狩湾漁協浜益支所 青年漁業士
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栽培漁業公社紙上大学

今月の
講　座

マツカワ栽培漁業の成功の裏にあったもの
－浜の古老たちから得られたマツカワ天然魚の貴重な情報－

はじめに
　マツカワVerasper moseriは、1980
年頃にはほとんど獲れなくなってい
ましたが、昔から高級魚として取り
扱われていたことから、1982年か
ら北海道太平洋沿岸域の栽培漁業対
象種として研究が取り組まれまし
た。人工種苗の放流が1987年に日
本栽培漁業協会厚岸事業場（現在国
立研究開発法人　北海道区水産研究
所厚岸事業場、以後北水研厚岸事業
場と記す）によって開始されました
が、漁獲量は2006年まで最大でも
10トン程度でした。しかし、2008
年から100トンまで急増し、その後
100トン以上が維持されています。
すなわち、マツカワの栽培漁業の取
り組みはわずか20年間位で、ほと
んど壊滅的な資源を復活させた極め
て貴重な事例です。これは道総研栽
培水産試験場を始めとする各水産試
験場や北水研厚岸事業場によって人
工種苗の大量生産技術や放流技術、
さらに北海道栽培漁業振興公社伊達
センターによって大規模施設におけ
る卵、仔稚魚期生残率の安定化や移
送の技術が開発されたことにより、
2006年以降毎年100万尾が放流され
るようになったためです。
　しかし、この裏には、古老の漁
業者や漁業協同組合（以後、漁協と
記す）の職員を始めとする関係者の
方々からの、マツカワ栽培漁業の成

功に導く貴重な情報の提供がありま
した。このことについては、これま
でも紹介してきましたが、あまり知
られていないと思います。
　ここではこのことを改めて紹介す
るとともに、過去に短期間で急激な
漁獲量の減少がみられたことから、
人工種苗放流を中止した場合、過去
同様に資源の減少が懸念されるた
め、これを防ぐ対応策が検討できる
よう、これまで得られた聞き取り調
査の結果を主体に天然マツカワの減
少要因を検討したので報告します。

なぜ聞き取り調査や漁獲統
計資料の発掘を行ったのか

　栽培漁業を効率的に行うには、人
工種苗の量産化、放流技術、資源の
有効利用方法を開発していく必要が
あります。そのためには、天然魚の
産卵期、産卵場や成育場、分布・移
動、年齢－成長関係などの生態的知
見や主要漁業やこれの漁期や漁場、
漁獲物の大きさ（体サイズや体重）、
年間の漁獲量や漁獲尾数の経年変化
など漁業実態に関する知見が必要と

なります（図１）。しかし、筆者が
1990年に函館水産試験場室蘭支場

（現栽培水産試験場）でマツカワを担
当した頃は、マツカワの漁獲統計に
関する公表資料は全くなく、生態に
関する知見もほとんどありませんで
した。しかも、すでに“幻の魚”と呼
ばれるほど漁獲量が減少しており、
新たに調査を実施し、天然魚の生態
や漁業実態に関する知見を得ること
は困難でした。このため、好漁だっ
た時期の主要な漁業やこの漁業の漁
期や漁場、漁獲物の大きさ等の情報
を収集し、さらに主要漁業の操業者
数や許可隻数などの努力量の経年変
化を把握すれば、マツカワ天然魚の
成育場や分布・移動だけでなく、産
卵場や産卵期、漁獲量の減少要因を
解明出来る可能性があると考え、聞
き取り調査を始めました。1992～
1994年に庶野～室蘭の各漁協で調
査を行いました。その後、釧路水試
在勤中は2002年～2005年に根室海
峡～道東太平洋（羅臼～広尾までの
各漁協）で、さらに2006～2008年に
独立行政法人水産総合センター北海

道区水産研究所の事業の独立行政
法人水産総合センター運営交付金
プロジェクト研究に参加した際、
噴火湾（えさん漁協椴法華支所～
いぶり噴火湾漁協伊達支所）や、
ババガレイは道東から三陸沖に産
卵回遊するという知見を参考（石
戸　1962）に、それまでほとんど

栽培水産試験場

調査研究部長　佐々木　正義

▲図１　聞き取り調査を実施した理由
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不明だった産卵場の探索のため、東
北太平洋地域（青森県八戸～福島県
いわき市）でも実施しました（図２）。

聞き取り調査の方法
　聞き取り調査は道内では市町村、
各地の水産指導所、漁協職員の方々、
東北各県では県職員の方々等から実
施者の人選や日程調整など多くの協
力により、羅臼町～福島県いわき市
小名浜までの56地域において、60～
80歳台の現役もしくは引退した漁業
者を対象に、１地域通常２名以上に
対して行いました。その他、東北地
方では小売りや仲卸の魚屋さんや繋
留船上で作業をしていた年配の漁業
者や86歳の漁協職員OBの方達から
も行ないました。聞き取りの内容は
マツカワを漁獲し始めた年代および
漁獲がなくなった年代、最も漁獲が
あった年代、漁獲を始めたきっかけ、
漁期、漁具・漁法、漁具仕立て等、
漁場（水深、場所）、漁獲物のサイズ、

漁獲量、小型魚（手のひら大）の出現
状況等、産卵魚（例えば卵が流れ出
る状態の大型魚）の出現状況などで
す（図３）。
　得られた情報のうち、同一地区で
同じだった場合や、近くの他地区と
同様だった場合、それは事実だった
とみなしました。また、質問に対す
る回答がなかなか得られない時は、
言っていることが理解されていない
のではないかというような誤解を招
くことを防ぐため、同じ言葉で質問
をしないように注意し、回答を得ま
した。
　また、聞き取り調査実施時に、浦
河漁協（現日高中央漁協）や三石漁協

（現ひだか漁協三石支所）、広尾漁協
では残されていた事業報告書から、
根室湾中部漁協では漁協職員がまと
めていた資料から漁獲統計が得られ
ました。

調査から得られた天然マツ
カワの漁業実態および生態

　 得 ら れ た
調 査 結 果 は、
佐々木（2010）
に詳細に示し
て あ る の で、
ここではその
概要を記載し
ます。
　手の平大か
ら 全 長40㎝
未満ないし体
重 １ kg未 満
は主として北

海道太平洋岸（噴火湾を含む）の砂浜
域もしくは大河川の河口周辺水域の
10m以浅で、春季にシオムシ類（道
東）やアミ類（噴火湾）を対象とする
引き網、小定置網（厚岸）、夏季にヤ
ス、刺し網、秋季にシシャモを対象
とする引き網（胆振東部～十勝）で漁
獲されていたという情報が得られま
した。また根室～十勝の太平洋沿岸
域、日高の様似では夏季に波打ち際
や河口域で手の平大のマツカワを見
たという情報が得られました。
　全長40㎝以上～50㎝未満ないし
体重１kg以上～２kg未満は噴火湾、
胆振太平洋の情報は少なく、秋季に
釧路沖や広尾沖の水深70～200m位
で底引き網やババガレイ刺し網に
よって漁獲されていました。また、
このサイズになると、岩手県～福島
県でも情報があり、無眼側（腹側）が
黄色いキマツカワと呼ばれるマツカ
ワが水深200～300ｍ位で底引き網
によって11月～翌５月に漁獲され、
南ほど漁期が遅くなっていました。
　全長60㎝以上ないし体重３kg以
上は根室海峡や森を除く噴火湾での
情報はほとんどありませんでした。
その他の地域では、５月末～９月に
いずれも水深50m以浅において、地
曳網（根室、厚岸、森）や定置網（え
りも、冬島、荻伏、歯舞、根室、浜
中）、釣り・延縄（昆布森）、刺し網

（新冠、厚真、白老、大津、白糠、
散布）で漁獲されていました。10月
以降になると、水深50m以上での情
報が多くなり、11～12月にはたこ
空釣り縄によって釧路～大津の水深
70～100ｍで漁獲されていました。
また、９～11月に歯舞の水深100～
400ｍ、浜中の水深80～200ｍでは
10月末～12月中旬、釧路では12月
～翌１月に水深100～400ｍでいず
れも刺し網によって漁獲され、道東
海域では漁期は東ほど早く、漁獲水
深は時期の経過とともに増加すると
いうことでした。日高～胆振太平洋

▲図２　聞き取り調査の実施場所

▲図３　聞き取り調査の内容と聞き取り調査風景
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海域では11月～翌１月に水深300～
600ｍ位で漁獲されていました。東
北地方ではメマツカワやブタマツカ
ワと呼ばれる無眼側が白いマツカワ
が底引き船によって水深200～400
ｍ位で、青森県下北沖、岩手県宮古
沖～福島県～茨城県において北海道
で漁獲のなくなる２～３月を含む
11月～５月頃漁獲されていました。
　このような聞き取り調査の漁業情
報を裏付づけるような漁獲統計資料
が得られ、冬季に沖合で大型マツカ
ワが漁獲されていた浦河漁協では12
月～１月の刺し網の漁獲量が卓越し、
沿岸の刺し網や定置網、シシャモ漕
ぎ網、沖合で底引き網で漁獲の情報
が得られた広尾漁協では、５～９月
にけがに刺し網で、10～翌１月には、
時期の経過とともに順次主としてシ
シャモ漕ぎ網、沖合底引き網、ばば
がれい刺し網と次第に水深が深くな
る漁業で漁獲されています（図４）。

天然マツカワの
分布・移動の推定

　 体 サ イ ズ 別 の 時 期 ご と の 漁 獲
状況から、次のような分布・移動
を想 定しました（図５）。全 長40㎝
位までのマツカワは、主として北

海 道 太 平 洋 岸（ 根 室 海 峡、噴 火 湾
を含む）の砂浜海岸や大河川の河
口周辺水域の10m以浅に主に分布し、
全長40㎝程度に達すると10～11月頃
に水深100mを超える沖合に移動し、
そのうち無眼側が黄色い東北地方で
キマツカワと呼ばれる成熟した雄は
12月末以降に北海道から三陸沖を通
り、産卵場となっている常磐沖に回
遊する（図５上段）。一方、雌は全長
40㎝位で沖合に移動した後、全長60
㎝位まで主にどこに分布するのかは
不明ですが、全長60㎝位に達すると、
秋季以降11月～１月頃にえりも以西
太平洋主として浦河～様似～えりも
海山沖の水深400～600m位、釧路～
根室太平洋の水深100～400m位に分
布し、11月～２月頃に産卵のため北
海道から常磐沖に回遊すると想定し
ました。（図５下段）
　その後の人工種苗の標識放流に
よって、想定通り、全長30㎝位ま
での水深１m以浅の分布、成熟し
たマツカワの11～１月に日高沖の
分布、３～４月に常磐沖に回遊す
ることが明らかになりました（萱場　
2014）。さらに天然稚魚が浜中町の
砂浜域で採集されました（萱場、佐々
木　2014）。

なぜマツカワ天然魚は
減ったのか

　マツカワがたくさん漁獲されてい
た年代すなわち盛漁期は根室海峡の
北部や噴火湾湾奥部では1950年代、
根室海峡の別海、野付、落石、根室
湾中部および十勝海域の大樹の各漁
協、砂原や森を除く噴火湾および
広尾・釧路の底引網では1965年頃、
大型のマツカワが漁獲されていた地
域（根室太平洋～釧路太平洋地、日
高～胆振太平洋）では1970年代の初
め、もしくは中頃となっている。東
北三陸沖では1965年頃まで最も多
く、1970年代前半に急激に減った
との情報でした（図６）。
　実際の漁獲量をみると（図７）、主
に沖合で大型のマツカワを漁獲して
いた浦河漁協では1965年～1971年
に急激に減少し、1972年には一度
増加しているが、再び1978年にか
けて急減しています。三石漁協で
も1965年～1967年に急激に減少し
ています。また、沿岸でシシャモ漕
ぎ網や定置網、水深100m前後で沖
合底引き網で全長40㎝位までのも
のが漁獲されていた広尾漁協では
1970年代前半から急激に減少して
いる状況がわかります。このような

▲図５　聞き取り調査から想定したマツカワ天然魚の分布・移動
　　　　上段：手のひら大〜全長40cm、下段：全長60cm以上

▲図４　浦河漁協（1965年〜1979年）および
広尾漁協（1978年〜2000年）の月別漁法別漁
獲量
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ことからすると、沿岸で全長30～
40㎝までのマツカワを漁獲してい
た地域では、1960年代ですでに漁
獲は減少しており、沿岸から沖合に
移動する魚群を漁獲していた底引き
網では1960年中頃以降、沖合でバ
バガレイ刺し網やマツカワ刺し網で
大型マツカワを漁獲していた地域
では1960年代中頃から減少し始め、
1970年前半に急激に減少したと考
えられます。
　二平らは、暖水年代から冷水年代
に移行するレジームシフトが生じ、
金華山～鹿島灘海域でもそれに伴っ
て様々な魚種に資源変動が起きたと
報告しています。ハタハタでは、大
規模な漁港整備による産卵場並びに
成育場の破壊が資源減少の要因の一
つとして考えられています。
　マツカワでも、手の平大のマツカ
ワは大河川の河口域に分布していた
ことや各地で漁場が大河川の周辺水
域となっているシシャモ漕ぎ引網に
よって漁獲されていたとの情報が得
られていることから、漁港整備によ
る成育場の破壊やレジームシフトの
影響によって資源が減った可能性が

考えられます。このため、周辺に大
きな河川があり、シシャモ漕ぎ網が
行なわれ、さらにこれまで大規模な
漁港の整備が実施された苫小牧東、
広尾、釧路西の各港における整備の
着手時期等を調べました。
　表１に示したように、各漁港の大
規模な港湾工事は1960年代後半から
1970年代に実施され、レジームシフ
トは1973年／74年に生じています。
すなわち、前述したようにこの時期
には全長40㎝位までのマツカワおよ
び大型のマツカワの漁獲量はすでに
悪化しています。したがって、成育
場の破壊や海洋環境の変化の影響は
ほとんどなかったと推定されます。
　それでは漁業の影響はどうでしょ
うか？沿岸では、マツカワはシオム
シ引き網や定置網やシシャモ漕ぎ
網、沿岸から沖合に移動群を水深
100～150mで沖合底引き網に漁獲
されていたことから、シオムシ引き
網漁業は文献により漁業の盛衰、定
置網やシシャモ漕ぎ網では許可隻
数、沖底ではさらに平均トン数や平
均馬力数の経年変化を検討しました

（表１、図８，９）。
　シオムシ漁業は1954年頃より本格
的に企業化後、1960年をピークに漸
減しました。シシャモ漕ぎ網漁業は
1957年から開始され、1962～1970年
に急増しています。定置網はシシャ
モ漕ぎ網と比較すると増加数は低い
ですが、1961年～1970年始めにかけ
て増加しています（図８）。沖底漁業
で は1954～1957年、1962～1965年
に平均馬力数や平均トン数が大きく

増加しています（図９）。沖
合における大型魚を漁獲し
ていた刺し網の具体的な漁
獲努力量に関する具体的な
資料は得られなかったもの
の、聞き取り調査で日高に
おける水深500m前後の大
型マツカワの漁獲するよう
になったきっかけは1961年

に浦河でババガレイを狙って刺し網
を設置したところ、深みに網が落ち
ていき、そこで大型のマツカワが漁
獲されてから漁業が始まったという
情報が得られた。また、様似漁協で
は1964、5年頃からマツカワ漁業が
開始され、その後、日高西部から胆
振水域でも沖合で大型マツカワを漁
獲するようになったという情報、歯
舞漁協では1970年頃浦河の漁業者か
ら技術を導入して開始したという情
報をいずれも大型魚を漁獲していた
漁業者の方々から直接聞くことが出
来ました。
　このことから、沿岸に分布する全
長40㎝位までのマツカワに対する
漁獲圧は、シオムシ漁業の企業化や
シシャモ漕ぎ網漁業の開始後許可隻
数が大きく増加した1962年頃から、
沖合に移動する群への漁獲圧は沖底
漁業の平均トン数、馬力数が増加
した1963年頃から、それぞれ急激
に強まったと考えられます。沖合の
大型魚への漁獲圧は沖合で刺し網に
よって漁獲するようになった1960
年始めから1970年にかけて急激に
高くなったと推定されます。
　根室海峡の漁獲量減少とシオムシ

▲図６　聞き取り調査によるマツカワ
天然魚の盛漁期

▲図７　マツカワ天然魚の漁獲量 図９　沖合底引き網の漁獲努力量の変化

▲図８　マツカワ天然魚の主要漁業の
漁獲努力量の変化。上段：シシャモ漕ぎ
網、下段：さけ定置網
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漁業の企業化、沖底の漁獲量の減少
とシシャモ漕ぎ網の許可隻数の急
増、日高～胆振沖合および東北地方
の産卵群の漁獲量減少時期と沖底の
平均トン数・馬力数の増加時期と沖
合における大型魚の漁獲開始後各地
への漁場の拡大時期、さらに1970
年始めから中頃のすべての体サイズ
群に漁獲量の急減時期はシシャモ漕
ぎ網や定置網、沖合のマツカワを漁
獲する漁業の急速な拡大とほぼ一致
しています。
　このようなことから、マツカワの
漁獲量減少は、1950～1970年台前半
までの沿岸から沖合までの各種漁業
の勃興および発展による未成魚、成
魚に対する乱獲によって資源が減少
したことに生じたと推定されます。
　ただし、福島県の沖底船が常磐沖
でマツカワ産卵群を漁獲するように
なったのは1978～1979年頃という
ことから、1970年代前半の漁獲量
の減少には影響を及ぼしていない
が、産卵群の漁獲による再生産の崩
壊を招き、資源を復活させることが

出来なかった大きな要因となってい
たと考えられます。
　したがって、今後天然資源を増大
させるためには、当面、現在各地で
実施されている全長35㎝未満の未成
魚の保護の継続はもちろんのこと、
北海道沖合や常磐沖に分布する産卵
群の保護を目的とした広域的な取り
組みが必要になると思われます。

最後に
　漁業者や漁協の方々が日々の業務
や漁で得られている情報から、ほと
んど知見がなかったマツカワ天然魚
の成育場や成長に伴う分布・移動、
産卵場などの栽培漁業に必要な生態
を得ることが出来たとともに、さら
に過去の減少原因を推定することが
出来ました。
　したがって、漁業者や漁協の方々
が日々の業務や漁で得られている情
報は、新たな魚種のつくり育てる漁
業に対してだけでなく、資源管理を
主体とすべき漁業にも利用できる極

めて貴重でかつ重要なことを示すも
のです。すなわち、皆様の多くの漁
業に関する情報のわれわれ研究者へ
の提供が前浜の資源の造成や安定・
増大へ導く近道になると考えます。
　今後とも、我々研究機関への情報
提供をよろしくお願いします！

主な参考文献
石戸芳男　北水研報告21（1962）
小 林　 喬　 釧 路 の 魚　 釧 路 新 書　

21（1994）
佐 々 木正義、角田富男　北水試だよ

り　60（2003）
佐 々 木 正 義　 北 水 試 だ よ り　38

（1997）
佐 々 木正義・徳田耕貴　北水試だよ

り　70（2005）
佐 々 木正義  育てる漁業  376（2004）
佐 々 木正義　平成21年度育てる漁

業研究会講演要旨集（2010）
萱 場隆昭、佐々木正義　釧路水試だ

より　94（2014）
萱場隆昭　豊かな海　32（2014）

表1　聞き取り調査等から得られた漁業実態情報と海洋環境、港湾工事に関する情報
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　当公社初の試みとなる全道シシャモ勉強会を１
月17日に開催し、各産地から計50名の参加をいた
だきました。当日は釧路水試と栽培水試による研
究の概要と成果のほか、河川遡上量を正確に推測
するための技術開発、シシャモの産卵環境条件の
調査結果について情報が提供されました。多目的
科学魚探システムやバイオテレメトリーシステム
の活用などにより、シシャモは日没後の干潮時に
最も多くの個体が遡上することや、水深１ｍ前後
の底層流速が0.6m/秒未満、粒径4.75㎜以下の荒砂・
細磔が産卵に適した底質であることなどが調査を
通して解明されており、当公社では勉強会の継続
に向け調整を進めていきます。

平成28年度シシャモ勉強会

　第３回北海道あさり勉強会は1月18日、札幌市
のかでる２･ ７で約70名の参加のもと開催され、
瀬戸内海西部と静岡県浜名湖で実践されている増
養殖と資源回復への取り組みのほか、漁場造成の
新技術や火散布沼での渡り鳥の捕食実態などの事
例が報告されました。会中、道栽培水試の佐々木
正義調査研究部長が道東海域の生産量の安定理由
について言及し、更なる資源安定化には移殖等の
密度コントロールによる資源過密化の回避が重要
と述べ、調査研究の一層の高度化を呼びかけまし
た。

第3回北海道あさり勉強会

　平成28年度北海道漁業士称号授与式と第62回全道青年・女性漁業者交流大会が1月19日に開かれ、指導15
名・青年6名の計21名が新たに漁業士に認定されました。交流大会では9グループが実績発表を行い、ひや
ま漁協女性部「浜の料理を伝える」、厚岸漁協ワカメ養殖漁業班「ワカメ採苗手法の改良に取り組んで」、蝦名
漁業部（羽幌町）「漁師が食べている本当のおいしさを伝えたい」の３グループが全国大会に推薦されました。

平成28年度北海道漁業士称号授与式
第62回全道青年・女性漁業者交流大会

▲新認定漁業士 ▲交流大会では９グループが実績発表


